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研究成果の概要（和文）：　本研究は、戦後教育改革によって再編された中等教育に焦点をあてながら、その過程にお
いてどのようなジェンダー秩序が構築されたのか、実証的かつ具体的に解明することを目的としていた。というのも、
戦後、中等教育は男女別学体制から男女共学体制へと転換し、教育機会の男女平等が達成されたからである。
　そのため、全国12の地域をとりあげ、それぞれの地域で、公立高等学校においてどのように共学化が進行し、あるい
は別学が存続したのか、検討した。そしてその結果、GHQ/SCAPの介入の程度、学区制の実施状況、私立学校の多寡、地
域の教育に対する意識などが、公立高等学校の教育を規定していたことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： This study aims to clarify the forming of gender order concretely and in a 
demonstrative way by focusing on the reorganization of secondary education in the post WW2 educational 
reform. Since, after the WW2, the secondary education changed from the single-sex education to the 
co-educational system, thus the equality of sexes was achieved as of educational opportunity.
For this purpose, this study picks up 12 regions out of the whole country, examines how the 
co-educational system progressed or the single-sex educational system continued to be performed in public 
high schools in each region. As a result, it becomes clear that the public high schools are defined by 
the extent of the intervention of GHQ/SCAP, the situation of school districts, the number of private 
schools, and the awareness for the local education.

研究分野： 教育学
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１．研究開始当初の背景 
近年、戦後教育史に関する研究が盛んにな

ってきているとはいえ、その研究の多くは主
に文部省や GHQ/SCAP の動向を考察したも
のであり、制度史的な研究が中心となってい
る。そのため、中央レベルでの方針が各地域
でどのように受け取られ、実行されていった
のかといった政策の浸透過程や、より実態に
即した状況を明らかにしようとする社会史
的な研究が等閑に付されている。その結果、
戦後教育改革によって大きな変革がもたら
された中等教育におけるジェンダーの問題
もほとんど考察が加えられていないのが現
状である。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は、戦後教育改革によって再編され
た中等教育に焦点を絞りながら、その過程に
おいてどのようなジェンダー秩序が構築さ
れたのかを、実証的かつ具体的に解明するこ
とを目的としている。戦後、中等教育は男女
別学体制から男女共学体制へと転換し、教育
機会の男女平等が達成された。それは、性別
によって大きく異なっていた戦前の教育の
あり方に大きな転換をもたらすものであっ
たが、同時に、新たなジェンダー秩序の成立
も意味していた。ではいったい、戦後の中等
教育で構築されたジェンダー秩序とは、どの
ようなものだったのだろうか。そしてそれは
社会的状況の変化によっていかに変容して
いったのだろうか。あるいは制度上の変化を
こうむりながらも、戦前から戦後へと継承さ
れていったものは何であったのだろうか。こ
れらの問題を歴史的に解明することが、現在
求められている。本研究は、1960 年代まで
を射程に入れて、これらの問題を考察するこ
とを目的としている。 
 
(2)上述の研究目的に迫るために、本研究は、
戦後中等教育に存在するジェンダー秩序を、
具体的な学校に視座をすえながら明らかに
しようとするものであるが、そのことを通し
て、戦前の男女差別教育から戦後の男女平等
教育へといった単純な図式ではなく、戦前か
ら戦後へのジェンダー秩序の変容という視
点で戦後教育を考察することとする。そもそ
もジェンダーによる歴史分析とは、女性への
抑圧が生み出された歴史的経緯と社会的要
因を明らかにするだけでなく、それと表裏一
体の関係をなして進められた男性優位の社
会構造の形成までをも考察の対象とするも
のであり、性差に基づく非対称的な権力関係
の構造がいかにして形成されたものなのか
を問うものである。このような視点にたって、
戦後教育改革において中等教育がどのよう
に再編され、その過程においてどのようなジ
ェンダー秩序が成立したのか、本研究では、
具体的な高校生活、生きられた歴史を通して
明らかにしていくこととしたい。 
 

３．研究の方法 
 高等学校は設置主体が都道府県あるいは
市町村の公立学校が中心であるため、全国レ
ベルでの教育改革に規定されながらも、各地
域の独自な課題にも対処しつつ制度的改革
が行われ、地域の独自性を反映した教育状況
が生み出されていった。そこで本研究では、
①旧制の中学校・高等女学校をそのまま新制
の男子高等学校・女子高等学校とした地域、
②完全に男女共学化した地域、③男女共学化
しつつも前身校を反映させながら男女別定
員を設けた地域、の 3つに分けて研究を進め
ることとした。具体的にいえば、①として福
島県、群馬県、②として北海道札幌市・旭川
市、青森県津軽地方、京都市・乙訓地域、大
阪府、和歌山市、神戸市、福岡県久留米市、
熊本市、鹿児島県、③として東京都、の 12
の地域を取り上げた。 
 その上で、都道府県議会の議事録、地方新
聞や全国紙の地方版、各学校の学校史や学校
新聞、同窓会誌などに掲載された、高等学校
教育に関するさまざまな記述や記事を主な
史料として用いて、それらの記述や記事に描
かれたジェンダーのありように注目し、歴史
研究を進めていった。 
 
４．研究成果 
(1)これらの地域の研究を通して明らかにな
ったこととして、まず指摘しておかなければ
ならないことは、公立高等学校における男女
共学化や別学の継続は、それぞれの地域事情
に鑑みながら、実に多様に展開したという、
ある意味当たり前の事実である。そのため、
たとえ同じく男女共学化したといっても、そ
の内実には大きな相違が存在していたとい
うことができる。 
そしてそれらの相違をもたらす要因とし

てあげることができるのが、教育改革におけ
る GHQ/SCAP の介入の軽重、小学区制の実
施状況や小学区制から中学区制への転換の
有無、地域に存在する私立学校の多寡、進学
教育における私立学校がもつ重要性の相違、
地域の公立高等学校を重んじる意識や進学
教育に対する期待などである。これらの要因
が、複雑に絡まり合いながら、新制高等学校
のあり方を規定し、男女共学あるいは男女別
学の高等学校を生んだこと、またたとえ一旦
は男女共学化したとしても、一部の地域では
1950 年代になると、男女別学への回帰や男女
比がアンバランスな男女共学への変容が見
られることが明らかとなった。 
 
(2)具体的に地域に即して明らかになったこ
とを述べれば以下の通りである。 
 ①旧制の中学校・高等女学校をそのまま新
制の男子校・女子校とした地域である、福島
県や群馬県では、中等教育の再編に際して、
GHQ/SCAP の介入がほとんど見られないと
いう特徴がある。そのためか、男女共学化と
いうことはほとんど議論の対象になってお



らず、戦前の中学校と高等女学校の延長上に、
男女別学の高等学校へ移行していった。ただ、
これらの地域にも共学校となった高等学校
もあり、そのような学校と別学のまま新制高
等学校となった学校との差異が何によって
もたらされたのかという問題は、今後の課題
として残されている。 
 
②完全に男女共学化した地域の中でもっ

とも男女共学制が順調に定着していった地
域が、北海道札幌市・旭川市、京都市・乙訓
地域、大阪府である。また神戸市や和歌山市
は旧制の中等学校を前身校として新制の高
等学校を設立しなかった地域であり、神戸市
では、旧制の県立第一神戸中学校と県立第一
神戸高等女学校とが合併して、共学の県立神
戸高等学校が設立された。和歌山市は、旧制
の中等学校がすべて一旦廃校となり、新たな
学校として共学の高校を設立して、厳密な小
学区制をひいたという特徴をもつ。 
それに対して青森県津軽地方の4つの公立

高等学校では、旧制中等学校を継承しながら、
原則として共学化が図られたが、その後、一
部、別学に回帰する高等学校も見られるなど、
その展開は直線的なものではなかった。また
共学を維持した学校でも、男女比がアンバラ
ンスになったりしている。熊本市では、旧制
中等学校を継承しながら、完全に共学化した
高等学校が 1948 年に成立したが、1950 年代
半ばには男女比が極端にアンバランスとな
り、前身校を彷彿とさせる高等学校へと変容
した。その背景には、小学区制から中学区制
への転換や旧制中等教育機関に対して地域
の人々が抱いている伝統を重んずる意識が
存在していた。 
 久留米市でも、男女共学制・小学区制が徹
底されたが、地域にあった旧制中学校を重ん
じる傾向や、私立の進学校の設立、小学区制
の撤廃によって、男女共学制は複雑な様相を
呈していった。同様に、鹿児島県でも中等教
育の再編の際には男女共学制や小学区制へ
転換したが、それゆえ従来のエリート層には
教育への不満が蓄積し、結果的には私立の進
学校の設立という形で、その不満が解消され
ていった。 
 
③男女共学化しつつも前身校を反映させ

ながら男女別定員を設けた地域としては、東
京都があげられる。東京都では、都内を 10
の通学区にわけて、それぞれの学区に複数の
高等学校を配したが、それらの高等学校には
旧制の前身校を反映する形で男女別定員が
しかれている。 
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